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能の作品は本文の校合、典拠調査から研究されることが多い。
各作品の特色を捉えるために、より良いテキストを作成するこ
と
、
そ
の
素
材
を
追
究
す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
か
な
り
以
前
か
らその側面ばかりを偏重する状況を憂慮する声があり、「文学
（１）
的研究」の必要性が主張されてきた。もちろん、この指摘はこ
れまでの研究手法を否定しているわけではなく、先行研究を踏
まえつつ、様々な古典を素材とし和歌の修辞を駆使した謡曲を
いかに読み解くかという問題提起であることは言うまでもない。
能は謡や舞で構成される舞台芸術だけに、純粋に「読む」とい
う
行
為
だ
け
で
作
品
世
界
を
解
析
す
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
ろ
う
が
、
こ
の方向からの研究が僅少なだけに、新たな視点を提供する可能
性があることも否定できない。
朝長はなぜ腹を切ったのか
〈論文〉
は
じ
め
に
ｌ
修
羅
能
〈
朝
長
〉
を
読
む
Ｉ
こ
の
「
読
み
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
『
平
家
物
語
」
な
ど
軍
記
物
語を素材とした作品群にも有効なはずである。これらの曲を研
究
す
る
場
合
、
複
数
の
物
語
諸
本
と
謡
本
と
を
比
較
し
、
そ
の
ど
れ
が
典
拠となったかを考察することが常套手段となっている。しかし、
こ
れ
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
主
要
作
品
の
調
査
結
果
を
見
る
限
り
、
典
拠
と
なった本を特定することはできず、能作者が複数の本を座右に
（２）
置
き
、
作
詞
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
結
果
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
現
存
し
な
い
語
り
物
に
拠
っ
た
と
す
る
見
解
が
出
さ
れ
る
こともあるが、それ自体が現存しないだけに、その指摘が能の
作
品
が
作
ら
れ
た
土
壌
の
解
明
に
つ
な
が
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
そ
れ
よりも、複数のテキストと共通項をもつ能が、いかなる世界を
（３）
築
い
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
れ
を
実
践
す
る
試
み
と
し
て
、
源
義
朝
の
子
・
朝
長
の
霊
を
シテとした〈朝長〉を取り上げる。後述するように、この曲は
「平治物語」を典拠としながら、大きく異なる要素をもつ。す
伊
海
孝
充
２
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朝長はなぜ腹を切ったのか
本題に入る前に、先行研究で朝長の腹切がどのように理解さ
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
す
る
。
つ
ま
り
本
説
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
作者説と密接に論じられてきた。
〈朝長〉の作者については、西野春雄氏が作風などに注目し、
観
世
元
雅
説
を
提
唱
し
た
こ
と
が
重
要
な
指
摘
と
な
っ
て
い
る
（
「
元
雅
の能」「文学」一九七三年七月）。その後も三宅晶子氏が元雅作品
と
の
類
似
性
を
補
強
し
た
ほ
か
（
「
舞
歌
二
曲
を
本
風
と
す
る
現
在
能
ｌ
修
羅能の応用風」（『国文学研究」八六集、一九八五年六月。後『歌舞
能の確立と展開」（ペリかん社、二○○一年）所収。）、伊藤正義氏
も同様の見解を示している（新潮日本古典集成『謡曲集中』）。元
雅
説
の
根
拠
は
、
各
氏
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
異
な
る
が
、
「
本
説
に
と
ら
われず自由に脚色」（西野氏稿）している点が取り上げられる
こ
と
が
多
く
、
朝
長
の
腹
切
も
そ
の
「
自
由
な
脚
色
」
の
一
つ
と
し
て
理
解されている。
それに対して、「平治物語」との接点を重要視する論もある。
岩
城
贄
太
郎
氏
は
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
第
四
種
本
の
金
比
羅
本
中
心
に
本
説
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
し
、
諸
本
を
精
査
し
た
結
果
、
な
わ
ち
、
「
朝
長
が
腹
を
切
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
相
違
を
典
拠の追究からではなく、朝長の腹切の異質性を明らかにした上
（４）
で、朝長が腹を切ることの意味から考えてみたい。なお、〈朝
長〉の本文は、新潮日本古典集成「謡曲集中」（伊藤正義氏校
注、一九八六年）を用いる。
一、問題の所在
前シテの語りは第一種本とされる陽明学習院本系統の「金王丸
尾
張
よ
り
馳
せ
上
り
、
義
朝
の
最
期
を
語
る
事
」
に
近
い
と
指
摘
し
て
い
る
（
「
謡
曲
〈
朝
長
〉
の
二
つ
の
「
語
り
」
ｌ
青
墓
長
者
の
「
語
り
」
か
ら
朝
長
霊
の
「
語
り
」
へ
ｌ
」
「
筑
波
大
学
平
家
部
会
論
集
』
十
号
、
二
○
○
四
年
一月）。その根拠として、義朝らが落ちていくところを「野間
の
内
海
」
と
し
、
両
者
と
も
「
路
次
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
な
ど
詞
章レベルでの類似が見られるだけではなく、〈朝長〉は青墓の
長
、
「
平
治
物
語
』
は
金
王
丸
の
語
り
の
中
で
、
朝
長
の
最
期
が
描
出
さ
れるといった構想が一致していることを挙げている。同様の指
摘は三浦裕子氏からも出されており（「「平治物語」諸本に見る源
朝
長
の
人
物
像
’
第
一
類
伝
本
と
第
四
類
伝
本
の
比
較
を
通
じ
て
Ｉ
」
『
武
蔵
野大学文学部紀要」十号、二○○九年）、「語り」という構造上の
類似のほかに、第一類本では「あたらしき墓の卒都婆もたてぬ」
というように、墓所の記述が具体的である点にも両者の近似性
を見ている。
確かに「平治物語」諸本の中では、第一類本が最も〈朝長〉
と
緊
密
な
関
係
が
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
朝
長の死に方の差異が理解できるわけではない。従来から指摘さ
れているように、「平治物語」は義朝が朝長を斬ることになっ
ているが、第一類本も例外ではないのであり、なぜ能の朝長は
腹を切るのかという大きな問題が残されるのである。
こ
れ
に
つ
い
て
岩
城
氏
稿
は
、
古
態
と
想
定
し
た
下
掛
り
本
文
の
前
シ
テの語りに文体の混乱が見られることを根拠に、この語りが能
作
者
独
自
の
創
造
で
は
な
く
、
元
々
の
「
素
材
」
が
有
し
て
い
た
表
現
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
つ
ま
り
朝
長
の
腹
切
を
描
出
し
た
「
語
り
」
が
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Hosei University Repository
本
来
、
朝
長
は
親
に
殺
さ
れ
る
べ
き
者
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
『
平
治
物
語
』
で
は
そ
う
な
っ
て
い
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
朝
長
は
腹
切
で
は
な
く
、
親
に
導
か
れ
て
死
ぬ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
造
型
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
存在していたということであろう。しかし、能作者が既に存在
し
て
い
た
「
語
り
」
を
再
加
工
し
た
た
め
に
生
じ
た
混
乱
で
あ
る
可
能
性
もあり、語りの存在を伝えるものがない以上、腹切に「典拠」
があったと考えることには疑問の余地がある。また三浦氏稿で
は
、
第
一
類
本
が
「
御
頸
を
の
べ
き
せ
給
た
り
」
と
自
発
的
に
死
を
選
択
し
た
こ
と
に
着
目
し
、
「
第
一
類
伝
本
の
記
述
に
基
づ
い
て
能
作
者
が
朝
長
の
自
害
を
導
き
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
う
不
自
然
な
感
じ
は
し
な
ど
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
父
た
ち
へ
気
遣
い
を
見
せ
る
朝
長
の
姿
は
一
致
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
親
に
斬
ら
れ
る
者
か
ら
腹
切
を
す
る
者
へ
の
変
化
は
、
人
物
造
型
と
し
て
大
き
な
飛
躍
が
あ
る
の
で
、
第
一
類
本
を
典
拠
に
自
然
な
発
想
で
創
出
さ
れ
た
と
考
え
る
だ
けでは不十分である。
朝
長
の
腹
切
を
伝
え
る
も
の
は
、
幸
若
舞
曲
「
鎌
田
」
や
百
二
十
句
本
『平家物語』「剣巻」などがあるが、先行研究も指摘するように
両
者
と
も
〈
朝
長
〉
と
の
直
接
的
影
響
関
係
は
認
め
が
た
い
。
第
一
類
本
を
参
看
し
た
可
能
性
が
あ
る
能
作
者
が
、
な
ぜ
「
腹
を
切
る
朝
長
」
を
必
要としたか（もしくは、なぜそのような人物を創出したか）は、
本
曲
の
特
質
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
な
の
で
あ
る
。
｜｜、「親子のごとくに」
サセ玉へ」ト申ケレバ、判官宣玉ヒヶルハ、「命ヲ惜ミ、「鎌
倉へ落行ン」トゾ云ハント思ツルニ」トテ、横サマー懐キ、
刀ヲ抜出シ、既ニサ、ントシケルガ、流ル、涙二目クレ、
刀ノ立所、更二見へザリケリ。乍去、ゴ邦鰯職刀１燗肌絞『刀
口中
一
一
投
入
テ
…
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
保
元
物
語
平
治
物
語
承
久
記
」
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
。
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本
（
慈
光
（５）
寺本）の翻刻）
こ
の
場
面
の
前
で
は
、
寿
王
は
少
年
ら
し
か
ら
ぬ
武
勇
を
発
揮
し
て
い
る
が
、
い
ざ
死
に
際
に
な
る
と
、
傍
線
部
の
よ
う
に
「
自
害
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
弱
さ
を
見
せ
、
波
線
部
の
よ
う
に
涙
に
暮
れ
る
父
に
よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
い
く
ら
勇
敢
な
少
年
で
あ
っ
て
も
、
自
害
を果たすことができないのであり、物語作者（語り手）はそれ
だ
け
自
ら
死
を
決
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
た
。
ま
た
、
幸
若
舞
曲
に
も
「
子
殺
し
」
の
場
面
が
多
く
見
出
せ
る
。
舞
曲
に
は
、
「
共
有
モ
チ
ー
フ
」
と
い
う
複
数
の
曲
に
共
通
す
る
プ
ロ
ッ
ト
が
（６）
ある。その一つに「子殺し」があり、「景清」「鎌田」「和泉が
城
」
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
三
曲
は
相
互
に
影
響
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が、荒木繁氏が指摘するように、「中世の語り物においては、
説話モチーフの交換がどのように多様かつ自由におこなわれた
文
芸
作
品
で
は
、
自
害
で
き
な
い
弱
い
者
た
ち
が
他
者
の
力
に
よ
っ
て
死に至る話は多い。例えば『承久記」に登場する伊賀判官光季
の
子
・
寿
王
の
死
は
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
判
官
是
ヲ
見
玉
上
、
「
寿
王
ョ
。
自
害
エ
セ
ズ
バ
、
是
へ
立
ヨ
レ
。
遺
言
セ
ン
」
ト
宣
ヒ
ケ
レ
バ
、
寿
王
冠
者
立
寄
ケ
リ
。
（
中
略
）
寿
王
冠
者
申
ケ
ル
ハ
、
「
自
害
ヲ
ヱ
仕
候
ハ
ヌ
ニ
、
父
ノ
御
手
二
カ
ケ
４
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朝長はなぜ腹を切ったのか
榊散矧祠淑脱刮刀Ｖ（荒木繁氏・池田廣司氏・山本吉左右氏編『幸
若舞２」平凡社、一九八三年）
妻
・
阿
古
王
の
密
告
に
よ
り
、
敵
に
囲
ま
れ
た
景
清
は
最
期
を
悟
り
、
自
分
が
死
ぬ
こ
と
に
よ
り
、
残
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
不
幸
な
境
遇
に
あ
う
こ
と
を
不
燗
に
思
い
、
次
々
と
殺
し
て
い
く
。
寿
王
と
異
な
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
は
武
具
を
持
ち
戦
わ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
波
線
部
の
命
を
奪
お
う
と
す
る
父
に
す
が
る
姿
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
子
ど
も
と
し
ての弱さが前面に出ている。ここで「閻魔の庁にて父を待てよ」
と
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
は
父
に
従
属
す
る
者
た
ち
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
父
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
「
子
殺
し
」
は
単
に
子
の
弱
さ
の
表
れ
だ
け
で
は
な
く
、
子
が
親
と
の
強
固
な
結
び
つ
き
に
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
「
平
治
物
語
」
に
お
け
る
朝
長
の
死
も
こ
れ
ら
の
子
殺
し
と
軌
を
一
に
す
る
。
諸
本
間
に
差
異
が
あ
る
に
し
ろ
、
「
平
治
物
語
」
の
朝
長
は
ほ
と
ん
ど
の
場
面
で
父
や
兄
に
従
属
す
る
か
た
ち
で
登
場
す
る
。
さ
ら
に
、
第
か
と
い
う
事
実
に
着
目
す
る
」
こ
と
も
重
要
で
あ
る
（
注
６
参
照
）
。
こ
の
「
子
殺
し
」
の
場
面
は
、
複
数
作
品
に
共
有
さ
れ
る
ほ
ど
、
中
世
に
お
い
て
は
広
く
人
口
に
贈
灸
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一例として「景清」を挙げてみる。
「…いかに、聞き候へ、若どもよ・斯くあさましき母に添
はんより、死出三途を嘆き越し、閻魔の庁にて父を待てよ」
と
語
り
つ
つ
、
兄
い
や
石
を
引
き
寄
せ
て
、
左
手
の
肘
の
か
か
り
を
二
刀
害
し
て
お
し
伏
す
る
。
弟
の
い
や
宮
が
、
此
の
由
を
見
る
よ
り
も
、
「
あ
ら
恐
ろ
し
の
父
御
前
や
。
我
を
ば
ゆ
る
さ
せ
給
亡
と
て
、
居た》包肋もづんど立ちＷ「さらば余所へもいかずしで、殺す
四
種
本
な
ど
に
は
痛
手
を
押
し
て
合
戦
に
臨
む
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
朝
長
が
戦
う
場
面
は
な
く
、
彼
の
武
勇
は
ほ
と
ん
ど
強
調
さ
れ
て
い
な
い
。
自
ら
死
を
選
択
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
朝
長
が
自
決
す
る
の
で
は
な
く
、
父
の
手
に
よ
っ
て
葬
ら
れ
る
の
が
極
め
て
自
然
な
設
定
な
のである。やはり朝長は、父に殺されるべき者なのである。
自
害
を
す
る
能
の
朝
長
も
、
こ
の
造
型
を
濃
厚
に
引
き
ず
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
を
弔
う
縁
者
た
ち
の
眼
差
し
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
〈忠度〉では定家縁の者、〈敦盛〉では蓮生法師となった熊谷直
実がシテを弔う役目になっているように、縁の者をワキとする
こと自体、斬新な設定ではない。しかし本曲では、〈男〉と〈女〉
と
い
う
二
人
の
縁
者
を
登
場
さ
せ
る
。
し
か
も
彼
ら
は
観
音
織
法
と
い
う
当
時
の
貴
族
に
好
ま
れ
た
法
会
を
執
り
行
な
っ
て
お
り
、
他
曲
に
比
べ
て（７）
朝
長
の
電
工
に
向
け
ら
れ
て
い
る
眼
差
し
は
、
や
さ
し
く
丁
重
だ
と
い
え
る
。
霊を呼び寄せる環境を丹念に形成している点から勘案すると、
か
つ
て
傳
で
あ
っ
た
僧
と
最
期
を
看
取
っ
た
青
墓
の
長
と
い
う
二
人
の
縁
者
の
手
厚
い
祈
り
が
響
く
空
間
が
、
朝
長
の
霊
の
出
現
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朝長と二人の縁者との紐帯は、詞章面からも確認できる。前
場
の
［
語
り
］
で
は
、
次
の
よ
う
な
遣
り
取
り
を
交
わ
し
て
い
る
。
ワ
キ
げ
に
い
た
は
し
や
わ
れ
と
て
も
も
と
主
従
の
お
ん
契
り
こ
れ
も
三
世
の
お
ん
値
遇
シ
テ
わ
ら
は
も
一
樹
の
蔭
の
宿
り
他
生
の
縁
と
聞
く
と
き
は
げ
に
こ
れ
と
て
も
二
世
の
契
り
の
ワ
キ
今
日
し
も
互
い
に
こ
こ
に
来
て
シ
テ
弔
ふ
わ
れ
も
ワ
キ
朝
長
も
地
謡
死
の
縁
の
…
一一一（一一一世）・一（｜樹）・二（一一世）・四（死）と音通で結ばれ
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身
の
上
に
知
ら
れ
た
り
さ
な
が
ら
親
子
の
ご
と
く
に
お
ん
嘆
き
あ
れ
ば
弔
ひ
も
ま
こ
と
に
深
き
志
請
け
喜
び
申
す
な
り
…
（
十
三段［クセ］）
こ
れ
は
「
一
夜
の
情
け
」
を
受
け
た
青
墓
の
長
へ
の
感
謝
を
述
べ
た
後
の
詞
章
で
、
『
梵
網
経
」
や
「
教
王
経
開
題
』
な
ど
に
類
句
が
見
え
る
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
が
、
本
曲
で
の
使
い
方
は
そ
れ
ら
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
「
梵
網
経
』
は
「
一
切
男
子
是
我
父
、
一
切
女
人
是
我
母
、
我
生
生
無
不
従
之
受
生
」
と
い
う
成
句
で
、
す
べ
て
の
者
は
生
ま
れ
変
わ
り
を
く
り
返
し
て
父
・
母
に
な
る
の
だ
か
ら
、
す
べ
て
の
男
を
父
、
す
べ
て
の
女
を
母と思い、慈しむべきであるという教えとして使われている。
空海述と言われる「教王経開題』も同様の意味で用いられ、「一
切男子是我父、一切女人是我母、一切衆生皆是吾二親師君」と
い
う
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
自
分
の
二
親
、
師
と
思
う
よ
う
に
と
い
う
教
え
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
切
の
衆
生
に
尊
敬
と
恩
愛
を
も
つ
こ
と
を
説くために「一切男子是我父、一切女人是我母」と位置づけて
い
る
の
である。
一方〈朝長〉では広い慈愛を説くために、この成句が用いら
た
詞
章
に
は
、
朝
長
と
「
三
世
の
縁
」
と
い
わ
れ
る
主
従
の
深
い
縁
で
結
ばれた僧、「他生の縁」といわれる一時の縁で結ばれた長との
紐
帯
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
親
密
な
二
つ
の
眼
差
し
の
先
に
、
彼
は
霊
（８）
と
し
て
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
その二人の祈りに誘われて現れる朝長の霊も、同様の心情を
吐露する。
…
シ
テ
そ
も
そ
も
い
つ
の
世
の
契
り
ぞ
や
地
謡
一
切
の
男
子
を
ぱ
生
々
の
父
と
頼
み
万
づ
の
女
人
を
生
々
の
母
と
思
へ
と
は
今
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
織
法
に
誘
わ
れ
て
現
れ
る
朝
長
の
霊
に
、
〈父〉とく母》の慈愛が注がれていることを暗示するための引
用だといえる。ここでの「万づの女人」は、青墓の長を意識し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
が
、
「
一
切
の
男
子
」
も
成
句
を
受
け
て
の
文
飾
と
し
て
引
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
傳
（
僧
）
と舞台には登場していない長が繊法を捧げている場面なので、
「男子」は傳を意識しているはずである。僧を〈男子Ⅱ父》、長
を〈女人Ⅱ母》とし、その擬似的な両親の愛情に守られた朝長
の霊が、「親子のごとく」という感慨を洩らしているのである。
朝
長
の
醜
が
救
済
さ
れ
る
た
め
に
は
、
諸
国
一
見
の
僧
な
ど
で
は
な
く
、
慈愛に満ちた「二親」が必要だったといえよう。
こ
れ
に
近
似
す
る
見
解
は
、
前
掲
三
宅
氏
稿
よ
り
出
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
前
シ
テ
登
場
の
段
の
「
光
の
陰
を
惜
し
め
ど
も
」
、
後
シ
テ
の
「
光
陰
を
惜
し
み
給
へ
や
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
、
朝
長
の
死
を
悼
む
心
と
供
養
を
願
う
朝
長
の
心
が
呼
応
関
係
に
あ
る
と
し
、
「
前
シ
テ
と
後
シ
テ
の
心
情
は
丁
寧
に
描
か
れ
、
そ
れ
ら
が
「
光
陰
…
」
の
句
に
包
み
込
ま
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
曲
は
単
な
る
朝
長
の
戦
語
り
で
は
な
く、その事件にかかわった人間の感情を軸にして作られている
のである」と考察している。〈朝長〉に「人間の感情」が際立
た
さ
れ
て
い
る
の
は
、
朝
長
の
追
善
に
は
仏
教
の
諸
法
で
は
な
く
、
縁
の
人々の哀惜の情が必要であったということであろう。私説に重
ね
る
な
ら
、
そ
の
感
情
は
仮
の
親
子
の
姿
と
し
て
隠
見
し
て
い
る
の
で
あ
る。この救済の在り方は、本曲における朝長の人物造型を大きく
規定している。当然のことながら、こうして出現する朝長の霊
６
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朝長はなぜ腹を切ったのか
腹切は武勇の象徴として描出されることが多く、それを遂げ
（９）
ることによって死者が一種の〈英雄〉と昇華する。勿論、この
〈英雄〉造型は朝長の姿と相反するものであるが、腹切にはも
う一つの〃傾向“がある。それはく貴種〉たちの腹切である。
例
え
ば
、
「
太
平
記
」
巻
第
十
八
「
金
崎
城
落
城
事
」
に
記
さ
れ
る
尊
良
親
王
つ
の
宮
）
の
自
害
で
あ
る
。
抑自害をはいかやうにしたるがよきぞと被仰ければ、義顕
か
ん
る
い
を
お
き
へ
て
、
か
や
う
に
仕
る
者
に
て
候
と
、
申
も
は
て
ず左の脇に刀に立て、右の小脇のあばらぼね三枚かき破て、
其刀を抜て宮の御前にさしをき、うつ伏に成てぞ死にけり、
一ノ宮やがて其刀を召て御らんずろに、つか口に血あまり
て
す
べ
り
け
れ
ば
、
御
衣
の
袖
を
以
て
、
刀
の
つ
か
を
き
り
く
と
お
し
か
せ
給
て
、
雪
の
如
な
る
御
は
だ
へ
を
顕
さ
れ
、
御
心
と
も
の
過
に
つ
き
立
さ
せ
給
て
、
義
顕
が
枕
の
上
に
ふ
さ
せ
給
ふ
急
太
平
記
神
田
本
」
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
○
年
）
に
読
点
、
濁
点
を
補
い
、
一
部表記を改めた。）
足
利
尊
氏
の
軍
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
尊
良
親
王
ら
が
越
前
金
ヶ
崎
城
で
最
期
を
迎
え
る
場
面
で
あ
る
。
忠
臣
新
田
義
顕
は
自
分
た
ち
は
自
害
を
す
る
に
は
、
武
将
と
し
て
の
力
強
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
シ
テ
の
人
物
造
型
は
、
あ
き
ら
か
に
「
平
治
物
語
』
が
父
に
す
が
る
少
年
の
姿
を
引
き
ず
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
長
は
「
平
治
物
語
』
と
は
異
な
る
最期を遂げる。この意味をいかに考えるべきなのか。
三、「上膓の衿持」と修羅の腹切
が
、
宮
は
こ
こ
か
ら
落
ち
る
よ
う
に
説
得
す
る
。
し
か
し
尊
良
親
王
は
義
顕をはじめとする家臣と共に自害を果たす。〈貴種〉である尊
良
親
王
は
、
目
の
前
で
腹
を
切
っ
た
義
顕
と
同
じ
方
法
で
、
立
派
に
自
害
を果たすが、はじめは傍線部のように自害の作法が分からず、
義
顕
に
そ
の
や
り
方
を
尋
ね
て
い
る
。
同様の記述は「義経記』巻第八の義経の自害にも見られる。
十
郎
権
頭
兼
房
に
促
さ
れ
、
自
害
を
果
た
そ
う
と
す
る
義
経
は
「
又
自
害
は
如
何
様
に
し
た
る
を
よ
き
と
云
ふ
や
ら
ん
」
と
尋
ね
、
佐
藤
忠
信
の
腹
切が評判を得ていると助言を受けている。一般的に義経は武勇
に
長
け
た
人
物
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
「
義
経
記
」
が
伝
え
る
都
落
ち
以
降
の
彼
の
姿
は
薄
弱
で
、
弁
慶
を
は
じ
め
と
す
る
郎
等
た
ち
に庇護される〈貴種〉として印象づけられている。その義経も
腹
を
切
る
わ
け
だ
が
、
腹
切
の
作
法
を
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
普
通
の
武
将の最期との差異を読み取ることができる。
千
葉
氏
は
尊
良
親
王
の
自
害
を
取
り
上
げ
、
「
い
か
に
親
王
で
も
自
害
の
法
を
全
く
知
ら
ぬ
と
い
う
の
は
、
戦
陣
に
明
け
く
れ
る
生
活
で
は
や
や
不
自
然
で
、
や
は
り
定
型
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
解
す
る
方
が
よ
ろ
しかろう」（「切腹の話ごと述べている。千葉氏はこれを「史
実」と考え、切腹の定型が完成した時期を推測しているのだが、
それよりも「物語」の中で、尊良親王と義経といった〈貴種〉
がこの問を投げかけている点に注目すべきである。親王や義経
が
本
当
に
自
害
を
知
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。
「
ど
の
よ
う
に
自
害
す
る
の
か
」
と
い
う
問
い
か
け
が
、
そ
の
人
物
が
そ
こ
で
死
ぬ
べ
き
者
で
な
い
こ
と
、
本
来
腹
切
と
無
縁
で
あ
る
こ
と
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
問
自
体
が
彼
ら
が
「
普
通
」
の
武
士
と
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は
異
な
る
《
貴
種
〉
で
あ
る
こ
と
の
発
露
と
も
い
え
よ
う
。
朝
長
も
幸
若
舞
曲
「
鎌
田
」
に
お
い
て
こ
れ
ら
と
同
様
の
腹
切
を
見
せ
る
。
こ
の
曲
は
義
朝
と
鎌
田
正
情
の
最
期
を
描
い
た
長
編
作
品
で
あ
る
が
、
冒
頭
で
朝
長
の
自
害
が
語
ら
れ
て
い
る
。
千
束
が
崖
で
痛
手
を
負
っ
た
朝
長
は
青
墓
宿
で
自
害
を
決
意
し
、
「
弓
箭
に
携
は
り
、
箕
裟
の
家
と
い
ひ
な
が
ら
、
自
害
を
い
ま
だ
知
ら
ぬ
な
り
。
い
か
や
う
に
す
る
も
の
ぞ
。
詳
し
く
申
せ
。
」
と
そ
の
方
法
を
尋
ね
、
正
清
が
「
清
い
自
害
」
を
教
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
朝
長
は
腹
切
を
実
行
す
る
が
、
結
局
自
力
で
は
死
に
至
ら
ず
、
正
清
に
首
を
切
る
よ
う
に
乞
う
て
い
る
の
で
、
尊
良
親
王
ら
の
自
害
と
比
べ
て
も
貧
弱
な
印
象
を
受
け
る
。
た
だ
し
家
臣
に
導
か
れ
、
自害を果たす姿は前述した《貴種〉の姿と重なるものであり、
（、）
そ
れ
を
意
識
し
た
人
物
造
型
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
縁の者の優しい眼差しに見守られる能の朝長もまた、〈貴種》
と
捉
え
ら
れ
た
が
ゆ
え
に
腹
切
を
果
た
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
鎌
田
」
で
は
朝
長
の
腹
切
が
「
今
」
の
時
間
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
〈
朝
長
〉
は
修
羅
と
な
っ
た
朝
長
が
「
過
去
」
を
語
る
中
で
腹
切
を
再
現
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
差
異
は
大
き
な
意
味
を
も
つ
。
この修羅の腹切は、同じく典拠と異なる最期を語る〈敦盛〉
を
踏
ま
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
こ
の
曲
の
本
説
は
「
平
家
物
語
」
巻
第
九「敦盛最期」であるが、この章段で際立つのは敦盛に子息小
次
郎
の
姿
を
重
ね
憐
燗
の
情
を
お
ぼ
え
る
熊
谷
直
実
の
父
性
で
あ
る
。
後
の
孝
養
を
約
し
て
刀
を
向
け
る
直
実
は
「
い
づ
く
に
刀
を
た
つ
べ
し
と
も
おぼえず」と表現されているのが、彼の心情を顕著に表してい
る
。
相
対
す
る
敦
盛
は
、
こ
れ
以
前
に
全
く
合
戦
に
臨
む
姿
が
描
か
れ
て
い
な
い
上
に
、
直
実
に
も
簡
単
に
組
み
伏
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
勇
ま
し
く
死
ん
で
い
っ
た
武
将
と
い
う
よ
り
、
そ
の
端
正
な
容
貌
と
笛
を
愛
し
た
風
流心が強調されている「上臓」（「敦盛最期」）なのである。
しかし能の敦盛は終曲部において、語り本系『平家物語』に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
武
勇
を
「
再
現
」
す
る
。
敦盛も、馬引っ返し、波の打ち物抜いて、ふた打ち三打ち
は打つぞと見えしが、馬の上にて引つ組んで、波打ち際に、
落
ち
重
な
っ
て
、
終
に
討
た
れ
て
失
せ
し
身
の
…
（
十
一
段
［
中
ノ
リ地］・日本古典文学大系「謡曲集上」岩波書店、一九六○年。）
右のように、直実と立派に組む敦盛の姿は読み本系「平家物語』
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
西
村
聡
氏
は
「
「
平
家
物
語
」
諸
本
が
両
系
と
も
に
、
組
み
合
う
主
体
を
あ
く
ま
で
熊
谷
に
認
め
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
主
語
が
逆
転
し
て
、
敦
盛
が
戦
闘
を
取
り
仕
切
る
気
分
で
い
る
。
（
中
略
）
少
な
く
と
も
敦
盛
の
意
識
の
上
で
は
、
一
人
前
に
戦
っ
た
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
意
識
が
働
く
の
は
、
敦
盛
の
若
さ
、
上
臆
ら
し
さ
の
表
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
「
軍
体
く
敦
盛
〉
の
因
果
」
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
』
十
四
号
、
一
九
八
九
年
二
月
。
後
「
能
の
主
題
と
役
造
型
」
（
三
弥
井書店、一九九九年）所収。）。すなわち、修羅となって現れる敦
盛
に
と
っ
て
合
戦
の
様
を
見
せ
る
こ
と
は
、
「
上
臆
の
誇
持
」
（
西
村
氏
稿
）
の
顕
示
な
の
で
あ
る
。
西
村
氏
の
言
う
「
上
臓
の
務
持
」
は
、
生
前
の
敦
盛
が
見
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
二
人
前
に
戦
っ
た
つ
も
り
」
の
敦
盛
の
霊
が
語
り
、
再
現
す
るものなのである。これと同じことが〈朝長〉にもいえるだろ
う。敦盛は戦場で死んだ者である。修羅として「上臆の湾持」
を
見
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
戦
い
の
様
を
見
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
８
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朝長はなぜ腹を切ったのか
朝
長
の
霊
は
、
「
二
親
」
の
情
愛
を
突
然
断
ち
切
る
か
の
よ
う
に
自
ら
の
最
期
を
語
り
、
立
派
に
腹
切
を
再
現
し
て
み
せ
る
。
「
親
子
の
ご
と
く
に
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
「
げ
に
頼
む
べ
き
一
乗
の
功
力
な
が
ら
に
な
ど
さ
れ
ば
い
ま
だ
愼
悪
の
甲
冑
の
お
ん
有
様
ぞ
い
た
は
し
き
」
（十四段［ロンギ］）と、視点が朝長の最期および修羅道の苦患
に
移
る
と
曲
趣
が
大
き
く
転
換
す
る
。
彼
の
腹
切
は
そ
の
中
で
は
じ
め
て
色
彩
を
帯
び
て
く
る
。
朝
長
と
い
う
武
将
で
は
な
く
、
朝
長
と
い
う
修
羅
が
腹
を
切
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
朝
長
の
腹
切
は
、
前
場
の
僧
と
青
墓
の
長
の
応
答
の
中
で
も
語
ら
れ
る
こ
と
な
の
で
、
終
曲
部
で
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
事
件
で
は
な
い
。
し
か
し
、
前
場
に
は
「
腹
切
」
が
明
確
に
描
出
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
長
の語りでは、
か
し
朝
長
は
戦
で
傷
を
負
っ
た
身
で
は
あ
る
が
、
そ
の
最
期
は
”
家
“
で
迎
え
、
し
か
も
本
来
は
父
に
よ
っ
て
死
へ
と
誘
わ
れ
る
者
で
あ
っ
た
。
そ
の朝長が修羅として「上臆の誇持」を見せるためには、〈貴種〉
の
発
露
と
い
う
べ
き
あ
の
問
い
か
け
で
は
な
く
、
「
一
人
前
」
の
武
士
で
あ
っ
た
と
い
う
記
憶
が
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
記
憶
こ
そ
が
後
場で再現される腹切なのである。
覧
ず
れ
様
な
り
かば こは
い
か
に
朝
長
の
お
ん
自
害
候
と
申
き
せ
給
へ
ば
義
朝
驚
き
御
寛
ず
れ
ば
は
や
お
ん
肌
衣
も
紅
に
染
み
て
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
有
四
、
修
羅
へ
の
道
程
そ
の
時
義
朝
な
に
と
て
自
害
し
け
る
ぞ
と
仰
せ
ら
れ
し
剴切列利剣ＨⅥ割引凶鵬慰蝋日脚御引剴冴呵士となりぬる
青
野
が
原
の
亡
き
跡
弔
ひ
て
賜
ぴ
給
へ
傍
線
部
の
よ
う
に
、
詞
章
の
中
に
腹
切
が
描
出
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
（ｕ）
古
く
か
ら
扇
の
要
を
使
い
、
そ
の
様
を
演
技
で
見
せ
る
の
が
常
で
あ
る
。
終
曲
部
に
お
い
て
そ
れ
を
精
描
す
る
こ
と
が
大
き
な
眼
目
と
な
っ
て
い
る
のは明らかである。しかも波線部のように、修羅道へと落ちて
い
く
こ
と
と
腹
切
を
連
接
し
て
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
朝
長
の
腹
切
は、前場で語られる「過去」ではなく、修羅道の苦患に苛まれ
る「今」と密接な関係があるといえよう。
能には〈朝長〉以外にも、終曲部に腹切を据えた曲がある。
例えば〈錦戸〉は、兄との対立も辞さず、主君への忠誠を貫い
た
泉
三
郎
が
、
奮
戦
の
後
自
害
を
果
た
す
と
い
っ
た
内
容
で
、
こ
れ
に
類
似した構成をもつ曲が複数存在する。これらの主人公の腹切は、
武
士
と
し
て
の
信
念
の
表
明
で
あ
り
、
武
勇
の
表
現
で
も
あ
る
。
能
も
多
く
の
軍
記
物
語
に
見
ら
れ
た
腹
切
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と第三者が自害について一一一一口及するだけで、その様は描出されて
い
な
い
。
ま
た
僧
の
［
名
ノ
リ
］
の
中
で
も
「
美
濃
の
国
青
墓
の
宿
に
て
自
害
し
果
て
給
ひ
た
る
よ
し
承
り
候
」
と
語
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
が「腹切」であることは明示されていないのである。勿論、「自
害」といえば「腹切」をさすことが多いので、前半には「腹切」
で死んだことが隠されているわけではないが、表現の中心は「さ
ん侯都大崩れにて膝の口を…」（五段［クセ］）と語られる朝長
への悲嘆なのである。
それに対して、修羅となった朝長は克明にその様を再現する。
そ
れ
に
対
し
て
、
修
羅
と
な
っ
た
朝
雑
兵
の
手
に
か
か
ら
ん
よ
り
は
と
思
ひ
定
め
て
腹
一
文
字
に
掻
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ただしく朝長〉の腹切だけは、全く異なる意味をもっているの
である。
幽
霊
と
し
て
現
れ
る
朝
長
は
、
未
成
熟
な
少
年
の
姿
を
残
し
な
が
ら
、
勇
敢
に
自
害
を
果
た
し
た
「
過
去
」
を
持
つ
矛
盾
を
孕
ん
だ
存
在
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
弔
い
の
中
で
解
消
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
「
過
去
」
に
起
こ
っ
た
は
ず
の
腹
切
を
「
今
」
に
克
明
に
再
現
し
、
少
年
の
姿
と
離
別
す
る
こ
と
で
解
消
さ
れ
て
い
る
。
朝
長
は
終
曲
部
で
腹
を
切
る
こ
と
に
よ
り
、
己
の
未
熟
さ
か
ら
脱
却
す
る
の
で
あ
る
。
朝
長
の
霊
に
と
っ
て
腹
を
切
る
こ
と
は
、
己
が
未
熟
な
少
年
で
は
な
く
、
一
人
前
の
武
士
と
し
て
死
ん
だ
こ
と
の
証
明
で
あ
り
、
そ
れ
を
再
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
二
親
」
の
ぬ
く
も
り
を
断
ち
切
り
、
修
羅
に
な
り
う
る
武
士
へ
と
昇
華
す
る
の
で
あ
る
。
修
羅
能
は
通
常
、
自
ら
が
生
き
た
過
去
を
シ
テ
が
再
現
す
る
わ
け
だ
が
、
〈
朝
長
〉
の
場
合
は
単
な
る
再
現
で
は
な
い
。
仕
方
話
で
自
ら
の
最
期
を
生
き
直
す
こ
と
で
真
の
修
羅
道
に
た
ど
り
着
く
の
で
あ
る
。
こ
の
道
程
に
腹
切
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
〈
頼
政
〉
と
比
較
す
る
と
さ
ら
に
明
確
に
な
る
。
こ
の
曲
は
扇
の
芝
と
い
う
頼
政
が
腹
切
を
果
た
し
た
場
所
を
「
名
所
」
と
し
て
語
り
、
そ
の
最
期
を
終
曲
部
で
再
現
し
て
い
る
に
も
か
かわらず、腹切自体は描出しない。それに対して〈朝長〉は本
来
自
害
を
し
な
か
っ
た
者
を
主
人
公
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
腹
切
自
体
を
際
だ
た
せ
る
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
〈
朝
長
〉
に
と
っ
て
、
腹
切
を
し
た
人
間
の
生
き
様
を
語
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
腹
切
と
い
う
最
期
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
自
体
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
克
明
に
描
出
さ
れ
た
最
期
は
、
朝
長
が
修
羅
になり得る者であることを保証しているのである。
こ
の
よ
う
に
、
「
修
羅
と
な
っ
た
朝
長
が
腹
を
切
る
」
こ
と
の
重
要
性
中
世
に
は
、
『
太
平
記
」
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
文
芸
作
品
が
腹
切
を
果
た
す
武
士
を
描
い
て
い
る
。
無
様
に
敵
に
斬
ら
れ
な
い
た
め
、
首
を
奪
わ
れ
な
い
た
め
に
己
で
命
を
絶
つ
と
い
う
最
期
は
、
敗
者
た
ち
の
武
勇
を際立たせている。しかし〈朝長〉はその腹切を武勇の表現と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
朝
長
の
霊
は
賞
賛
と
同
情
を
得
る
た
め
に
腹
を
切
っ
た
と
い
う
過
去
を
必
要
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
修
羅
となるために自ら命を絶ったという記憶が必要だったのである。
腹
切
は
戦
場
で
は
死
ね
ず
、
「
家
」
で
縁
者
た
ち
に
見
守
ら
れ
最
期
を
迎
え
た
朝
長
に
と
っ
て
、
腹
切
は
一
人
前
の
武
士
と
し
て
修
羅
道
へ
落
ち
て
い
く
た
め
の
唯
一
の
入
り
口
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
以上の「読み」を踏まえるならば、〈朝長〉には『平治物語」
の
最
期
を
改
変
す
る
た
め
の
必
然
性
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
「
平
治
物
に
着
目
す
る
と
、
本
曲
の
特
色
で
あ
る
シ
テ
を
前
後
別
人
格
と
し
、
前
後
に別人物の昔語りを配したことの意図も見出せる。前場の青墓
の
長
の
語
り
も
、
後
場
の
朝
長
の
霊
の
語
り
も
、
同
じ
「
過
去
」
を
語
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
語
り
手
を
別
人
格
と
し
、
視
点
を
ず
ら
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
過
去
」
の
切
り
取
り
方
を
か
え
て
い
る
。
前
者
は
朝
長
と
義
朝・正清の悲嘆に焦点を合わせ、後者は朝長の最期の様自体を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
朝
長
〉
の
原
型
は
、
青
墓
の
長
が
後
場
ま
で
残
る
語
法
型
で
あ
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、
世
阿
弥
の
修
羅
能
と
異
な
る
構
成
を
と
る
こ
と
が
、
〈
朝
（肥）
長
〉
に
と
っ
て
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
む
す
び
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朝長はなぜ腹を切ったのか
丁注
、－〆
語
』
に
し
ろ
、
舞
曲
「
鎌
田
」
に
し
ろ
、
そ
し
て
現
存
し
な
い
語
り
物
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
ず
れ
も
「
今
」
の
時
間
の
中
で
朝
長
の
最
期
を
語
る
の
で
あ
り
、
未
熟
さ
が
残
る
朝
長
像
を
変
え
ず
に
、
そ
の
最
期
だ
け
を
改
変
す
る
こ
と
に
重
要
な
意
味
を
見
出
し
づ
ら
い
。
対
し
て
〈
朝
長
〉
に
は
、
朝
長
の
霊
が
「
過
去
」
を
「
今
」
に
再
現
し
語
る
と
い
う
特
殊
な
時
間がながれているだけでなく、その過程で朝長が修羅となる〈根
拠
〉
を
表
現
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
各
作
品
に
お
け
る
腹
切
の
意
味
を
踏
ま
え
る
の
な
ら
、
朝
長
の
自
害
は
能
に
お
い
て
創
出
さ
れ
た
蓋
然
性
は
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
能
の
文
学
的
研
究
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
岩
崎
雅
彦
氏
が
詳
述
し
て
い
る
今
研
究
展
望
（
昭
和
佃
年
と
「
能
楽
研
究
」
十
八
号
、
一
九
九
四
年
）
。
こ
れ
は
二
十
年
以
上
前
の
展
望
で
あ
る
が
、
現
在
も
研
究
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
９
近
年
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
天
野
文
雄
氏
が
積
極
的
に
発
言
し
て
お
り
、
近
著
に
作
品
の
主
題
を
追
究
し
た
論
考
を
発
表
し
て
い
る
ｓ
世
阿
弥
の
い
た
場
所
ｌ
能
大
成
期の能と能役者をめぐる環境」ペリかん社、二○○七年。『能
苑
遁
遥
（
上
）
世
阿
弥
を
歩
く
」
『
能
苑
遁
遥
（
中
）
能
と
い
う
演
劇
を
歩
く
」
大
阪
大
学
出
版
局
、
二
○
○
九
年
）
。
ま
た
、
謡
本
諸
本
比
較
だ
け
で
能
の
作
品
研
究
を
お
こ
な
う
こ
と
に
関
し
て
、
伊
藤
正
義
氏
が
そ
の
手
法
の
限
界
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
他
分
野
の
研
究
者
が
能
楽
研
究
へ
発
言
し
に
く
い
状
況
を
生
ん
で
い
る
こ
と
に
注
意
喚
起
し
て
い
る
（
「
能
楽
学
会
発
足
に
寄
せ
て
ｌ
能
楽
研
究
と
文
学
史研究」『能と狂言」創刊号、二○○一一一年）。
（２）たとえば、〈成陽宮〉と一平家物語」諸本を比較した落合博
志
氏
は
、
こ
の
曲
が
八
坂
系
諸
本
を
元
に
し
な
が
ら
延
慶
本
と
共
通
す
る言葉があることを指摘し、「〈成陽宮〉がその種のテキスト
を
も
併
せ
参
看
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
発言している（「作品研究成陽宮」『観世」六二巻一一一号、一
九九五年三月）。
（
３
）
伊
藤
正
義
氏
は
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
謡
曲
集
」
（
上
中
下
三
巻
）
各
曲解題の中で、そのことに言及している。たとえば〈清経〉
の
典
拠
と
な
っ
た
伝
本
を
特
定
し
づ
ら
い
こ
と
を
受
け
て
、
「
こ
の
こ
と
は
『
平
家
物
語
」
を
本
説
と
す
る
他
の
世
阿
弥
作
品
に
も
共
通
す
る
こ
と
で
、
典
拠
本
文
の
追
求
よ
り
も
む
し
ろ
世
阿
弥
は
い
か
に
「
平
家
物
語
」
を
用
い
た
か
、
と
い
う
面
が
問
題
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と述べている。
（
４
）
稿
者
が
楽
劇
学
会
第
八
回
大
会
（
於
法
政
大
学
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
、
二
○
○
○
年
六
月
四
日
）
に
お
い
て
「
腹
切
の
能
」
と
い
う
発
表
を
し
た
時
、
堂
本正樹
氏
より、
「
腹切の
能
に、な
ぜ
〈朝長
〉
が含まれ
ない
の
か
」
と
い
う
質
問
を
受
け
た
。
発
表
時
に
は
、
私
的
に
定
義
し
た
腹
切の能が、腹を切ることでその人物が「英雄」となっていく
ド
ラ
マ
ッ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
曲
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
れ
ら
の
曲
と
〈
朝
長
〉
の
腹
切
は
性
質
を
異
に
す
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
十
分
な
説
明
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
か
な
り
の
時
間
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
が
、
本
稿
は
そ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
。
な
お
、
腹
を
切
る
行
為
を
「
切
腹
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
管
見
で
は
中
世
ま
で
の
用
例
は
な
い
。
後
代
の
刑
罰
と
区
別
す
る
た
め
に
、
中
世
ま
で
の
武
士
の
自
害
を
「
腹
切
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
腹
切
・
切
腹
に
つ
い
て
総
合
的
に
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論
じ
た
も
の
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
り
、
適
宜
参
照
し
た
。
中
原
弘
通
氏
『
切
腹
」
（
久
保
書
店
、
一
九
六
○
年
）
、
千
葉
徳
爾
氏
「
切
腹
の
話」（講談社、一九七二年）、同氏『日本人はなぜ切腹するの
か
」
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
四
年
）
、
山
本
博
文
氏
「
切
腹
ｌ
日
本
人
の責任の取り方」（光文社、二○○三年）。
（
５
）
今
回
引
用
し
た
慈
光
寺
本
は
、
現
存
諸
本
の
中
で
は
最
古
本
と
目
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
他
諸
本
と
比
べ
る
と
別
作
品
と
思
え
る
ほ
ど
、
本
文
・
構
成
が
異
な
る
。
前
田
家
本
で
は
「
光
季
よ
り
さ
き
に
、
自
害
せ
よ
と
云
は
れ
て
、
武
具
ぬ
ぎ
捨
て
、
刀
を
抜
い
た
り
け
れ
共
、
腹
を
切
り
得
ざ
り
け
り
」
（
国
民
文
庫
『
平
家
物
語
附
承
久
記
」
一
九
二
年
）
と
あ
り
、
慈
光
寺
本
に
近
い
内
容
で
あ
る
が
、
流
布
本
で
は
次
の
よ
う
に記されている。
判
官
、
嫡
子
寿
王
ヲ
招
テ
、
「
時
コ
ソ
能
成
タ
レ
。
自
害
セ
ョ
。
云
ヒ
ッ
ル
言
二
、
テ
、
カ
マ
ヘ
テ
能
振
舞
へ
、
寿
王
」
ト
云
ケ
レ
バ、「自害ハ如何様二仕候ヤラン」。「只腹ヲ切」トゾノ
タ
マ
ヒ
ヶ
レ
バ
、
則
腹
巻
ノ
高
ヒ
ポ
切
テ
椎
ノ
ヶ
、
直
垂
ノ
紐
ト
キ
ク
ッ
ロ
ゲ
テ
、
赤
木
ノ
柄
ノ
刀
指
タ
リ
ケ
ル
ヲ
抜
テ
、
柄
ヲ
取
直
シ
キ
リ
く
ト
シ
ヶ
ル
ガ
、
流
石
ヲ
サ
ナ
キ
故
ニ
ヤ
、
無
左
右
不
切得。
こ
の
後
に
、
父
か
ら
火
へ
飛
び
込
む
よ
う
に
促
さ
れ
る
が
、
そ
れ
も
果
たせず、結局父に首を斬られ、炎の中に投げ入れられるといっ
た
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
、
死
に
際
に
少
年
の
弱
さ
を
見
せ
る
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
（
６
）
荒
木
繁
氏
「
中
世
末
期
の
文
学
三
幸
若
舞
曲
」
（
岩
波
講
座
「
日
本
文
学
史
』
巻
六
中
世
Ⅲ
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）
、
須
田
悦
生
・
氏
「
舞
曲
の
構
成
に
つ
い
て
の
一
試
論
ｌ
共
有
モ
テ
ィ
ー
フ
と
詞
章
を
とおしてｌ」（『幸若舞曲研究」二巻、一一一弥井書店、一九八二
年）
（
７
）
松
岡
心
平
氏
は
当
時
の
貴
人
、
と
り
わ
け
禅
宗
を
信
仰
し
足
利
義
持
が
観
音
俄
法
を
好
ん
で
催
し
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、
〈
朝
長
〉
は
元
雅
が
「
足
利
義
持
に
あ
て
こ
ん
で
作
っ
た
曲
と
推
測
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
「
足
利
義
持
と
観
音
繊
法
そ
し
て
「
朝
長
」
」
『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文科学科紀要（国文学漢文学）』九四号、一九九一年三月）。
ま
た
、
観
音
織
法
は
能
の
演
出
面
で
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
が
、
こ
れ
に関しては山中玲子氏の研究がある（「〈朝長〉「織法」の成
立と変遷ｌ小書演出をめぐる考察（二）」「能楽研究」一七号、
一
九
九
三
年
。
後
、
『
能
の
演
出
そ
の
形
成
と
変
容
」
（
若
草
書
房
、
一九九八年）所収。）。
（
８
）
主
従
が
三
世
の
縁
と
す
る
の
は
耳
近
い
成
句
で
あ
り
、
長
の
よ
う
な
者
を
「
他
生
の
縁
」
と
し
、
二
世
の
契
と
す
る
の
は
、
覚
一
本
な
ど
の
『
平
家
物
語
』
巻
第
十
「
千
手
前
」
に
見
え
る
つ
樹
の
か
げ
に
や
ど
り
あ
ひ、おなじながれをむすぶも、みなこれ先世の契」という『説
法
明
眼
論
」
を
基
に
し
た
謡
に
通
ず
る
。
千
手
と
重
衡
の
関
係
は
、
長
と
朝
長
の
関
係
に
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
れ
を
意
識
し
て
綴
ら
れ
た詞章と思われる。
（
９
）
切
腹
の
定
型
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
の
は
、
佐
藤
忠
信
ｓ
義
経
記
」
巻
第
六
「
忠
信
最
期
の
事
』
、
村
上
義
光
（
『
太
平
記
」
巻
第
七
「
吉
野
城軍事」）の自害である。例として忠信の腹切を挙げてみる。
こＥろ安げに思ひて、念佛高聾に三十遍ばかり申して、
願
以
此
功
徳
と
回
向
し
て
、
大
の
刀
を
抜
き
て
、
引
合
を
ふ
っ
と
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朝長はなぜ腹を切ったのか
て
腹
の
中
に
入
れ
て
、
腸
縁
の
上
に
散
々
に
掴
出
し
て
、
「
黄
泉
ま
で
待
つ
刀
を
ば
か
く
す
る
ぞ
」
と
て
、
柄
を
心
先
へ
、
鞘
は
折
骨
の
下
へ
突
き
入
れ
て
、
手
を
む
ず
と
組
み
、
死
に
げ
も
な
く
息
強げに念仏申して居たり。（日本古典文学大系『義経記』
岩波書店、一九五九年）
腹
を
切
っ
た
あ
と
に
、
傍
線
部
の
よ
う
に
武
士
と
し
て
の
気
概
を
表
明
し
、
波
線
部
の
よ
う
に
内
蔵
を
掴
み
、
投
げ
出
す
。
こ
の
形
が
軍
記
物
語
の
腹
切
と
し
て
描
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
千
葉
徳
爾
氏
は
「
切
腹
そのものが直接生命を失わせる契機ではなく、むしろさまざ
ま
な
最
後
の
演
技
を
行
わ
れ
る
時
間
的
余
裕
を
も
た
せ
勇
者
の
死
を
か
ざ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
ｓ
切
腹
の
話
」
）
、
そ
の
死
に
方
は
”
効
率
的
に
“
死
に
至
る
方
法
で
は
な
く
、
自
害
を
果
た
し
た
人
物
を
過
剰
に
際
立
た
せ
る
方
法
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
文
芸
作
品
に
お
い
て
、
腹
切
が
敗
者
で
あ
る
は
ず
の
武
士
た
ち
を
勇
者
と
し
て
印
象
づ
け
、
そ
の
死
を
昇
華
さ
せ
る
表
現
力
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
膝
の
下
に
押
か
疵
の
ロ
を
掴
み
て
川
開
け
、
と
握
り
由
な
し
。
黄
泉
ま
で
待
つ
べ
き
」
と
て
し
、
心
打
見
て
画卯ｕ瞬鐡恥且瞬蔚蟄洪狼Ｕ社獅か麿訂機ば猷掛罰恋
切
っ
て
、
膝
を
つ
ゐ
立
て
居
丈
高
に
な
り
て
、
刀
を
取
直
し
、
左
の
脇
の
下
に
が
は
と
刺
貫
き
て
、
右
の
肩
の
下
へ
す
る
り
と
引
廻
し
、
心
先
に
貫
き
て
、
膳
の
下
ま
で
掻
き
落
し
、
刀
を
押
払
ひ
て
ん
ず
。
若
き
者
ど
も
に
良
き
刀
、
悪
し
き
刀
な
ど
言
は
れ
ん
事
も
のかな。「此刀を捨てたらば、‐屍に添へて東国まで取ら
「あはれ刀や可「舞房に誰へて、「よくく作ると云ひ
、
押
払
ひ
て
鞘
に
さ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
、
腹
切
は
あ
る
一
個
人
の
自
害
を
強
調
す
る
「
表
現
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
強
調
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
人
物
の
武
勇
や
信
念
と
い
っ
た
側
面
で
あ
り
、
い
わ
ば
理
想
的
な
武
士
と
し
て
印
象
づ
け
る
働
き
が
あ
る
。
一
方
、
「
太
平
記
」
な
ど
を
見
る
と
集
団
での腹切も目立つ。巻第十「高時並一門以下於東勝寺自害事」
の
北
条
高
時
以
下
の
集
団
自
決
の
よ
う
に
、
主
君
や
大
将
の
自
害
に
続
き
、
家
臣
た
ち
が
様
々
な
方
法
で
自
害
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
幼
い
者
た
ち
も
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
千
葉
氏
が
「
切
腹
が
集
団
的
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
影
響
が
お
こ
る
。
ま
ず
、
大
勢
の
中
で
死
ぬ
と
き
見
苦
し
く
な
い
よ
う
に
と
い
う
配
慮
が
あ
る
。
次
に
力
の
弱
い
者
、
負
傷
し
て
充
分
手
の
利
か
ぬ
者
な
ど
の
た
め
に
援
助
し
て
死
な
せ
よ
う
と
す
る
風
、
さ
ら
に
仲
の
よ
い
者
が
最
後
ま
で
一
緒
に
死
ぬ
た
め
さ
し
ち
が
え
る
習
わ
し
な
ど
が
一
般
化
し
て
ゆ
く
。
こ
こ
に
介
錯
が
発生する基礎があろう」と述べている。集団自決の中に介錯
の
萌
芽
が
あ
る
と
い
う
推
測
は
さ
て
お
き
、
た
と
え
集
団
腹
切
で
あ
っ
て
も
「
弱
い
者
」
が
自
力
で
そ
れ
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
に
は
、
第
二
節
の
内
容
と
も
関
わ
り
が
あ
る
の
で
注
意
し
た
い
。
（皿）「平治物語』第四種本などでは、義朝に斬るように乞う朝長
が
「
朝
長
生
年
十
六
歳
、
雲
の
上
の
ま
じ
は
り
に
て
、
器
量
・
こ
と
が
ら
ゆ
ふ
に
や
さ
し
く
お
は
し
け
れ
ば
、
刀
の
た
て
ど
も
お
ぼ
え
ず
し
て
…
」
と
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
上
膓
」
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れている。
（、）たと崖えば、『宗節仕舞付』（能楽資料集成、『観世流古型付
集
」
西
野
春
雄
校
訂
、
わ
ん
や
書
店
、
一
九
八
二
年
）
で
は
「
「
と
思
ひ
さ
だ
め
て
」
と
云
時
、
扇
を
お
り
か
へ
し
、
か
な
め
に
て
、
「
は
ら
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一
も
ん
じ
に
か
き
き
っ
て
」
と
云
時
つ
く
ば
い
て
は
ら
を
き
る
躰
を
し」とあり、現在とほぼ同じ演技となっている。
（、）前シテと後シテが別人格となる曲には、〈烏帽子折〉〈船弁
慶
〉
と
い
っ
た
曲
も
あ
る
が
、
前
掲
三
宅
氏
稿
は
〈
朝
長
〉
を
こ
の
型
の
噴
矢
と
し
て
位
置
づ
け
、
「
夢
幻
能
を
応
用
す
る
と
い
う
所
か
ら
出
発
し
た
新
し
い
発
想
の
能
で
あ
っ
た
た
め
に
、
形
式
は
夢
幻
能
を
踏
襲
し
、
そ
の
結
果
未
消
化
の
部
分
を
残
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
、
朝
長
の
幽
霊
が
舞
台
か
ら
消
え
た
青
墓
の
長
へ
謝
辞
を
述
べ
る
こ
と
の
不
自
然
さ
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
不
自
然
さ
か
ら
、
天
野
文
雄
氏
は
〈
朝
長
〉
の
前
シ
テ
が
後
場
に
も
い
た
の
が
原
型
で
あ
る
と
推
測
し
て
いる（「青墓の長は〈朝長〉の後場まで残っていた」『おもて』
八
○
号
、
二
○
○
四
年
三
月
。
後
、
『
能
苑
道
遥
（
中
）
能
と
い
う
演
劇
を
歩
く
』
（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
○
○
九
年
）
所
収
。
）
。
天
野
氏
が
そ
う
主
張
す
る
根
拠
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
後
場
の
ク
セ
の
内
容
が
、
青
墓
の
長
へ
向
け
ら
れ
た
よ
う
な
内
容
で
あ
る
点
に
加
え
、
朝
長
の
例
が
登
場
す
る
場
面
で
、
「
と
も
に
憐
れ
み
て
」
と
あ
る
の
が、僧と長を指していると考えられる点にある。確かに、後
場
の
場
面
は
僧
と
長
の
も
と
へ
朝
長
が
現
れ
る
と
い
っ
た
設
定
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
示
す
資
料
な
ど
が
皆
無
な
の
で
、
俄
に
定
め
が
た
い
。
三
宅
氏
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
前
シ
テ
の
存
在
を
倭
小
化
し
な
い
た
め
の
工
夫
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
前
述
の
根
拠
だ
け
では〈朝長〉の原型が後半に霊的存在が登場する語法型であっ
た
と
確
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
天
野
氏
稿
に
は
、
同
様
の
変
遷
を
と
げ
た能が他にも挙げられているように（〈維盛〉など）、〈朝長〉
の
み
に
取
り
上
げ
、
考
え
る
べ
き
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
天
野
氏
説
は
採
ら
ず
、
現
存
テ
キ
ス
ト
通
り
に
読
む
こ
と
、
とする。
（
い
か
い
た
か
み
つ
・
本
学
専
任
講
師
）
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